ステップアップ７

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps13 \o\ad(\s\up 12(アイ　ティ),ＩＴ)先進地域の状況
情報表現研究会

　情報通信技術の目覚ましい進歩にともなって、世界的な規模で本格的なＩＴ時代が幕を開けようとしている。新たな時代の到来を予感する国や地域は21世紀への飛躍に向けて着々と準備を進めている。その代表的な先進地域として次のようなところがある。

1. 米国：シリコンバレーモデル　研究開発主導(人材集積)
シリコンバレーでは、スタンフォード大学を中核として先端的な研究開発を原動力とした電子情報産業が立ち上がった。現在では大企業、ベンチャー企業、大学や研究機関が融合して情報サービス企業、コンピュータ企業等が巨大集積を形成している。
2. マレーシア：MSCモデル　行政主導型(マーケット提供)
マレーシアではマルチメディア・スーパー・コリドー構想に代表されるような国家をあげての大プロジェクトが進行して産業集積が進められている。
3. インド：バンガロールモデル　受注型(営業プロデュース)
　インドでは米国において情報通信産業に従事した者を、政府がバンガロール地方に集め、米国の関係企業等からソフト開発を受託している。また、バンガロール地方に企業集積エリアを創設し、高速データ通信サービスの料金低減、コンピュータや周辺機器等の輸入税の免除、輸出収益の所得税免除などの優遇措置が適用されている。
4. シンガポール：シンガポールONE　高度情報社会型(インフラ整備)
　シンガポ-ルは、インテリジェント・アイランドを目指し、政策的に通信サービスの低価格化等を図るなどアジアのビジネスハブ化を強力に推進している。
5. アイルランド：ダブリンモデル　特定産業集積型(産業政策)
　ダブリン(アイルランドの首都)では、語学に優れた人材の蓄積、安価な人件費等条件に加え、税制優遇制度等を産業施策により、ヨーロッパにおけるコールセンター産業が集積しつつある。
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